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を行った。 18S rRNA 遺伝子及び ITS2 配列解析の結果， Ki-4 株はイカダモ科
(Scenedesmaceae)のCoelastrella属内で独立したクレードを形成した。また微細藻類の分類
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一週間後までの細胞を経時的にサンプリングし，cDNA ライブラリの作製と RNA-seq 解析
を行った。その結果，光合成回復期初期のストレス付与 3 時間後に astaP を含む数多くの



















光法 (pulse amplitude modulated fluorometry) を用いて，余剰の光エネルギー散逸機構の
存在と特徴を明らかにするための解析を行った。解析の結果，Ki-4 株は光を当てた直後に













近縁種であってもストレス感受性を示すScenedesmus obliquus SAG 276-3a には同NPQ
の誘導が観察されず，本NPQは高い光酸化ストレス耐性を示す微細藻類が持つ特徴の1つで















表的なアスタキサンチン生産藻として知られる Haematococcus pluvialis では，強光条件下
でアスタキサンチン油滴を細胞内部から細胞表層に移行させることで細胞内部を強光から
防御する機構が報告されている。つまり藻類がシスト細胞として長期間生存するためには，
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い，イカダモ科の新種であることを提唱し，Coelastrella astaxanthina Ki-4として受理
された。本藻は光合成生物では報告例のないアスタキサンチンを水溶化するタンパク質 As- 
taPを保持・蓄積することが最大の特徴であるが，本研究から AstaPが光酸化ストレスに応
答・蓄積するメカニズムが推定され，かつ AstaPがアスタキサンチンを細胞内で選択的(嗜
好的)に結合する能力を持つことが判明した。また PAM蛍光法を用いて本藻が光合成生物で
類例に乏しい NPQ(非光化学的消光:Non-Photochemical Quenching)を持つことを発見した。
本研究の結果，植物生理学的に新規な複数の知見が得られたことから，審査員一同は博士（バ
イオサイエンス）の学位を授与する価値があると判断した。 
